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令和２年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名    道路建設課   

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 道路改築事業（都道府県境道路整備補助） 

事業目的 
物資の流通、人の交流の活発化を促し地域集積圏間の交流を図るととも

に、災害時の迅速な復旧活動や避難を支えることが期待される、都府県間

を連絡する道路の整備事業について計画的かつ集中的に支援する。 

採択基準 
都府県境を跨ぐ構造物の整備を伴う道路の整備であること 

対象とする構造物：トンネル、橋梁 

概      要 

(メニュー)  橋梁及び取付道路の建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効 

果 

の 

項 

目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

 

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

 

費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費 

・ 現在価値算出のための社会的割引率：４％ 

・ 基準年次：評価時点 

・ 検討年数：50年間 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

 

 費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 
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令和２年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ４ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業（都道府県境道路整備補助） 

一般県道 羽島稲沢線 下中町工区（新濃尾大橋(仮称)） 

事業実施  

箇    所 

羽島市
は し ま し

下中町
しもなかちょう

 

～愛知県
あ い ち け ん

一宮市
いちのみやし

明地
め い ち

 
事 業 主 体 岐阜県（愛知県） 

採択年度 平成１３年度 完了予定年度 令和５年度 

 再評価の実施基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要があると 

判断をした事業 

 事業目的  

一般県道羽島稲沢線は、羽島市を起点とし愛知県稲沢市に至る路線である。当該事業はこのうち木曽

川渡河部の約3.1ｋｍ区間（内岐阜県事業区間約1.5ｋｍ）を整備するものであり、県土1,700km骨格幹

線ネットワーク構想の推進、渋滞緩和による円滑な交通の確保、隣接県との産業振興の推進、災害時に

有効に機能するネットワークの確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：３．１ｋｍ  車道幅員     ：３．２５ｍ×２車線 

            自転車歩行者道幅員：３．０ｍ（土工部両側、橋梁部片側） 

主要構造物：新濃尾大橋Ｌ＝０．８ｋｍ（７５９ｍ）   (※構造物名は仮称) 

 概 要 図  
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前回 今回

(基準年：H28） (基準年：R2）

H13～R5 H13～R5

177.1 308.4

2.9 1.8

180.0 310.2

241.2 342.2

11.5 25.0

0.04 0.8

252.8 367.9

1.4 1.2費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用】
・木曽川の浅瀬に生息する希少生物(イタセンパラ)の生息域拡大に配慮した架設工法の変更
　による事業費の増加【C=＋約18億円】
・下部工掘削で生じた有害物質(ヒ素・フッ素)を含む残土の処分費追加による事業費の増加
　【C=＋約19億円】
・資材・労務単価の上昇による事業費の増加【C=＋約3億円】
・費用を現在価値化する際の基準年を平成28年から令和2年に変更したことによる事業費の
　増加【C=＋約36億円】
・補助事業への移行に伴う変更(愛知県側取付道路区間の事業費の追加と、両県の管理区分
　に応じた維持管理原単位の採用による維持管理費の減少)【C=＋約54億円】

【便益】
・費用便益分析マニュアルの改訂（H30年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額算定式の変更
・将来OD表の変更（H30年2月）による、計画交通量の増加に伴う、走行時間短縮便益、
　走行経費減少便益、交通事故減少便益の増加

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/H30.2

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

令和２年度第４回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

延長L=3.1km、幅員3.25×2車線

■費用対効果分析結果

【道路改築事業】「一般県道　羽島稲沢線　下中町工区（新濃尾大橋（仮称））」

■事業名
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